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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
な
新

年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
会
員
の
皆
様
及
び
関

係
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
過
二
年
経
ち
ま
し
た
が
、

最
近
は
ま
た
新
型
株
が
発
生
し
、
油

断
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
会
員
の
皆
様
、
職
員

一
人
の
感
染
者
も
な
く
過
ご
せ
て
い

る
事
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
為
、
自
重
し
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
生
き
活
き
ま
つ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
日
帰
り
旅
行
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
等
、
二
年
続
け
て
開
催
出

来
ず
本
当
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
に
は
ま
だ
し
ば
ら
く

時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
日
も
早
く
以
前
の
生
活
が
戻
る
こ

と
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
I
T
業
界
へ
の

派
遣
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
厚
生
労

働
省
か
ら
も
視
察
に
見
え
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
十
二
名
の
会
員
が
派
遣
さ

れ
、
A
I
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　「
シ
ル
バ
ー
人
材
と
A
I
開
発
」

か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
で
実
は
高
齢

者
の
能
力
を
生
か
せ
る
大
き
な
可
能

性
を
秘
め
て
お
り
ま
す
。
は
じ
め
は

不
安
も
あ
っ
た
と
い
う
会
員
は
、「
社

員
さ
ん
の
お
か
げ
で
安
心
し
て
働
け

る
。
気
持
ち
よ
く
仕
事
が
出
来
て
楽

し
い
。」
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
派
遣
先
の
会
社
は
、「
期

待
し
て
い
た
以
上
、
メ
リ
ッ
ト
し
か

な
い
。」
今
後
は
高
齢
者
の
雇
用
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
、
会

員
の
活
躍
の
場
が
増
え
る
こ
と
を
喜

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
地
域
社

会
の
発
展
と
就
業
意
欲
の
あ
る
高
齢

者
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
改
め
て
思
い

ま
す
。

　
本
年
は
コ
ロ
ナ
過
で
ま
だ
ま
だ
制
約

の
多
い
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
会
員

の
皆
様
、
関
係
各
位
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
ま
す
ま
す
の
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

就業現場 元気よく"おはようございます"と声を掛け合いましょう。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■
役
　
員

　
理
事
長
　
　
　
前
　
田
　
洋
　
子

　
常
務
理
事
　
　
山
　
谷
　
哲
　
也

　
理
　
事
　
　
　
直
　
江
　
洋
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
田
　
畑
　
紀
　
子

　
　
　
　
　
　
　
蟹
　
沢
　
　
　
元

　
　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
英
　
城

　
　
　
　
　
　
　
山
　
岸
　
武
　
男

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
勝
　
紀

　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
敏
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
田
　
茂
　
直
　
道

　
監
　
事
　
　
　
松
　
田
　
利
　
造

　
　
　
　
　
　
　
松
　
山
　
京
　
子

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
豊

（
令
和
四
年
一
月
九
日
ご
逝
去
）

■
事
務
局

　
事
務
局
長
　
　
山
　
谷
　
哲
　
也

　
業
務
課
主
任
　
西
　
村
　
　
　
龍

　
庶
務
課
主
任
　
三
　
浦
　
協
　
子

　
業
務
課
主
事
　
堀
　
内
　
美
佐
江

　
　
　
〃
　
　
　
名
久
井
　
勇
　
磨

　
　
　
〃
　
　
　
大
　
橋
　
侑
　
弥

　
　
　
〃
　
　
　
西
田
中
　
陽
　
平

　
庶
務
課
主
事
　
相
　
内
　
佑
香
利

　
安
全
推
進
員
　
中
　
村
　
明
　
彦

　
嘱
託
職
員
　
　
下
　
沢
　
美
津
子

公
益
社
団
法
人

八
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

前
　
田
　
洋
　
子

理
事
長

令
和
四
年
の
新
春
を
迎
え
て
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就業現場 軽い準備体操を行い、仕事への意欲を高めましょう。

○　寅は十二支の３番目で、動物は「決断力、才知」の象徴
である虎があてられています。「寅」という漢字には弓矢
を両手で引き絞る形を表した象形 文字で「引っ張る」「伸
ばす」という意味があることから草木が芽吹き伸び始める
状態を表しているとされています。

　「壬寅」である今年は、厳しい冬を超えて芽吹き生命力に
溢れ、華々しく生まれることをあらわしています。

　　さて、今年の年男・年女となる会員の皆様から、
　６名の方々に右記のテーマでお話を聞きました。

　
　
海
老
川
　
正
　
伸
（
長
者
一
班
）

昭
和
十
三
年
生
ま
れ
　

①
㋑
読
書
、カ
メ
ラ
、
海
釣
り
、
篆
刻

　
㋺
ボ
ケ
防
止
の
為
、
漢
字
パ
ズ
ル

　
　
誌
月
に
二
～
三
冊
に
挑
戦
。

②
　
平
々
凡
々
の
毎
日
で
毛
筆
の
仕

事
が
出
来
た
事
。
コ
ロ
ナ
の
勢
で

三
年
ぶ
り
に
孫
達
に
再
開
出
来
た

事
。

③
　
た
だ
た
だ
馬
齢
を
重
ね
て
七
回

目
の
寅
年
を
迎
え
、
今
更
な
が
ら

健
康
で
あ
り
た
い
！

　
　
寝
込
ん
で
家
族
に
世
話
を
か
け

ず
人
生
を
卒
業
し
た
い
。
　

　
　
木
　
村
　
万
利
子
（
田
面
木
班
）

昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
　

①
　
大
正
琴
と
ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る

こ
と
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
マ
ウ

ス
を
使
わ
ず
タ
ッ
チ
パ
ッ
ド
で
操

作
す
る
こ
と
。

②
　
コ
ロ
ナ
で
テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
仕

　
事
に
な
り
Z
O
O
M
の
画
面
の
中

で
仕
事
が
出
来
て
い
る
事
に
感
慨

深
さ
と
喜
び
を
感
じ
た
。

③
　
た
の
し
い
一
年
に
す
る
た
め
に

　
　
い
ち
に
ち
一
日
を
大
切
に

　
　
が
ん
ば
り
す
ぎ
ず
に

　
　
あ
か
る
く
笑
っ
て
す
ご
す
。

　
　
淡
　
路
　
留
五
郎
（
白
銀
一
班
）

　
　
　
　
　
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
　

①
　
私
は
五
十
年
間
会
場
で
の
仕
事

で
趣
味
、
特
技
は
仕
事
で
す
。

②
　
昨
年
三
月
に
血
液
検
査
で
前
立

腺
ガ
ン
の
疑
い
が
あ
り
、
再
検
査

の
結
果
陽
性
、
放
射
線
治
療
を
受

け
完
治
し
た
こ
と
で
あ
る
。

③
　
新
型
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
は
終
了
し
て
い
る

の
で
、
感
染
し
な
い
よ
う
に
元
気

で
過
ご
し
た
い
で
す
。

　
　
赤
　
石
　
静
　
子（
小
中
野
二
班
）

昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
　

①
　
趣
味
は
新
舞
踊
で

　
　
特
技
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

②
　
う
れ
し
か
っ
た
事
は
ケ
ガ
も
な

く
仕
事
が
出
来
た
事
と
笑
顔
で
い

れ
た
こ
と
で
す
。
　

③
　
人
の
名
前
を
覚
え
る
の
が
苦
手

な
の
で
一
人
で
も
多
く
覚
え
た
い

で
す
。

　
　
伊
　
藤
　
吉
　
雄
（
中
居
林
班
）

昭
和
十
三
年
生
ま
れ
　

①
　
趣
味
は
体
を
動
か
す
事
、
昔
は

格
闘
術
で
東
北
代
表
三
名
の
中
に

選
ば
れ
武
道
館
で
試
合
に
参
加
し

た
こ
と
も
あ
る
。
他
に
は
囲
碁
や

書
道
が
得
意
で
す
。

②
　
昨
年
は
、
一
年
中
健
康
で
仕
事

を
達
成
し
た
事
。
孫
達
と
週
に
一

回
必
ず
テ
レ
ビ
電
話
で
会
話
を
し

た
事
。
今
年
も
楽
し
み
。

③
　
一
年
間
風
邪
や
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
な
い
よ
う
に
、
怪
我
や
事
故
に

注
意
、
健
康
に
留
意
し
仕
事
を
終

わ
る
事
。

　
　
千
　
田
　
　
　
実
（
河
原
木
四
班
）

昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
　

①
　
卓
球
、
週
四
日
間
向
上
心
を

持
っ
て
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
先
輩
上
級
者
か
ら
指
導

を
受
け
練
習
に
通
っ
て
い
ま
す
。

②
　
草
刈
班
で
真
剣
に
取
り
組
む
班

長
と
経
験
豊
か
な
班
員
と
協
力

し
、し
っ
か
り
と
任
務
を
果
た
し
、

発
注
者
か
ら
感
謝
さ
れ
嬉
し
い
限

り
で
す
。

③
　
人
間
は
、
生
き
て
い
る
限
り
成

長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
成

長
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

①趣味、特技、最近のマイブームなど
②昨年うれしかったこと、楽しかったこと
③新年の抱負、挑戦したいことなど

今年は虎年！
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安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で
は
、

前
年
よ
り
も
一
件
で
も
事
故
を
減
ら

す
こ
と
、
安
全
意
識
の
啓
発
の
為
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　
元
気
に
楽
し
く
就
業
を
継
続
す
る

為
に
、
安
全
の
確
保
は
会
員
一
人
一

人
が
意
識
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

各
自
役
割
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
、

就
業
グ
ル
ー
プ
間
で
知
恵
を
出
し
合

っ
た
り
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
、

声
を
掛
け
合
う
等
、
日
ご
ろ
か
ら
意

識
を
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
リ
ス
ク

を
減
ら
す
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　
健
康
面
の
自
己
管
理
も
安
全
就
業

対
策
と
し
て
重
要
で
す
。
体
調
不
良

は
判
断
力
や
体
力
が
低
下
し
事
故
や

ケ
ガ
に
繋
が
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
心

身
と
も
に
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に

適
度
な
運
動

や
休
養
を

し
っ
か
り
取

る
よ
う
努
め

ま
し
ょ
う
。

就業現場 作業道具・機械などの必要な仕事はその点検を行いましょう。

安
全
・
適
正
就
業

委
員
会
の
活
動

草刈り作業

安 全 パ ト ロ ー ル

街路樹桝除草・剪定作業

ハチの巣撤去

街路樹桝除草・剪定作業

草取り作業

事務局からのお願い

　就業の事故の際、事故
の大小に関わらず、速や
かに報告お願いします！



− 5−

就業現場 作業環境を点検しましょう。

庭木班ボランティア（湊高台五丁目歩行者優先道路）

公園班ボランティア（北インター工業団地）

　シルバー人材センターでは様々な場所でボランティア活動を行っております。昨
年に続きコロナウィルスの影響により中止になったボランティア活動もありました
が、実施した活動をご紹介します。

ボランティア活動ボランティア活動

草刈り班ボランティア（東白山台二丁目）
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十
一
月
六
日
（
土
）
か
ら
十
一
月

八
日
（
月
）
の
三
日
間
「
第
五
十
回

は
ち
の
へ
菊
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
年
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
歌
や
踊
り
な

ど
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

に
続
き
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と
な
り
少
し

寂
し
い
中
で
も
会
員
有
志
の
皆
様
が

心
を
込
め
て
育
て
た
菊
花
が
会
場
に

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
に

咲
い
た
花
が
来
場
し
た
方
々
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

就業現場 共同作業は合図、連絡を正確に行いましょう。

は
ち
の
へ
菊
ま
つ
り

会 員 互 助 会 　 活 動 紹 介

菊まつり菊花展示

同
好
会
会
員
募
集
中
！

☆
手
作
り
同
好
会
　
わ
の
会

　
毎
週
木
曜
日
　
八
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
九
時
～
一
五
時
で
活
動
中

　
手
芸
好
き
が
集
ま
り
、
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
和
や
か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
！

☆
踊
り
同
好
会
　
す
み
れ
会

　
毎
週
水
曜
日
　
八
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
三
〇
分
で
活
動
中

　
踊
り
好
き
な
ら
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
！
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

☆
名
所
め
ぐ
り
同
好
会

　
年
に
二
～
三
回
名
所
を
訪
ね
て
い
ま
す
。

　
小
さ
な
旅
で
、
一
緒
に
古
里
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

☆
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
シ
ル
バ
ー
ガ
ー
ス
ト
倶
楽
部

　【
日
時
】
毎
週
火
曜
日
　
ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル
　
一
〇
時
～
活
動
中

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
親
睦
と
健
康
増
進
！
互
助
会
主
催
の
大
会
も
あ
り
ま
す
よ
。

☆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
①
四
月
～
一
一
月
　
毎
週
水
曜
日
　
新
井
田
公
園
　
一
二
時
～
一
四
時

　
②
一
二
月
～
三
月
　
毎
週
金
曜
日
　
八
戸
市
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
時
～
一
三
時

　
未
経
験
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
！

　

会
員
互
助
会
で
は
体
験
教
室
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
行
っ
て
い
る

他
、
５
つ
の
同
好
会
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。『
遊
び
』、『
楽
し
み
』を
通
し
て
趣
味
の
開
拓
、仲
間
づ
く
り
、

体
力
づ
く
り
、健
康
増
進
、い
つ
ま
で
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！！
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就業現場 整理・整頓・清潔・清掃を心掛けましょう。
　
趣
味
が
釣
り
で
あ
る
。
そ
れ
も
カ

レ
イ
一
筋
の
投
げ
釣
り
で
、
毎
年
十

月
に
な
る
と
カ
レ
イ
の
顔
が
見
た
く

て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
く
る
。
し
か
し
未

だ
水
温
が
高
く
夏
魚
が
活
発
だ
。
岸

壁
で
は
イ
ワ
シ
、
サ
バ
、
ア
ジ
の
小

魚
が
接
岸
し
、
ま
る
で
保
育
園
だ
そ

れ
を
狙
っ
て
多
く
の
人
達
が
サ
ビ
キ

釣
り
を
し
て
い
る
子
供
連
れ
の
家
族

等
を
見
て
い
る
と
微
笑
ま
し
い
。
も

し
か
し
た
ら
気
の
早
い
カ
レ
イ
の
先

遣
隊
が
様
子
を
見
に
入
港
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
な
ど
と
迷
夢
す

る
十
月
で
あ
る
。
断
腸
の
思
い
で
十

一
月
ま
で
我
慢
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
以
前
の
第
一
、
第
二
の
中
央
防
波

堤
（
通
称
：
沖
防
）
に
渡
船
出
来
た

頃
は
が
な
つ
か
し
い
。
ヒ
ラ
メ
、
ア

イ
ナ
メ
、
夜
釣
り
で
は
ソ
イ
、
ア
ナ

ゴ
、
ド
ン
コ
（
エ
ゾ
ア
イ
ナ
メ
）
が

よ
く
釣
れ
た
。
そ
れ
に
多
く
の
沖
防

仲
間
が
い
た
。
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が

原
因
で
渡
舟
不
可
ど
こ
ろ
か
、西
防
、

北
防
も
ダ
メ
に
な
っ
た
。
原
因
を
吟

味
す
れ
ば
納
得
出
来
る
。
無
理
せ
ず

少
し
注
意
す
れ
ば
避
け
ら
れ
る
こ
と

な
の
に
と
、
心
の
片
隅
に
わ
だ
か
ま

り
が
残
る
。

　
朝
四
時
に
出
航
し
、
夜
十
時
迄
居

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
で
も
足
り
ず

一
泊
し
た
い
思
い
だ
っ
た
。
釣
り
人

を
見
て
い
る
と
そ
の
人
の
性
格
が
解

る
。
忙
し
く
立
ち
回
る
人
、
投
げ
竿

を
し
探
り
に
出
か
け
る
人
、
テ
ト
ラ

に
向
か
う
人
、落
し
込
み
の
人
、ワ
ー

ム
や
ジ
ギ
ン
グ
の
人
と
様
々
だ
。
私

の
場
合
は
一
ヶ
所
に
ド
ッ
シ
リ
と
構

え
て
動
か
な
い
。

　
よ
く「
カ
レ
イ
は
潮
で
釣
れ
」、「
キ

ス
は
足
で
釣
れ
カ
レ
イ
は
腰
で
釣

れ
」、
と
言
わ
れ
る
が
八
戸
に
キ
ス

は
い
な
い
。
そ
れ
に
、
ハ
モ
を
釣
っ

た
話
を
よ
く
聞
く
が
、
ハ
モ
も
い
な

い
。
八
戸
で
釣
れ
る
の
は
、
マ
ア
ナ

ゴ
だ
。
そ
れ
は
カ
レ
イ
に
つ
い
て
も

い
え
る
。
マ
ガ
レ
イ
、
イ
シ
ガ
レ
イ

は
あ
ま
り
釣
れ
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が

マ
コ
ガ
レ
イ
だ
。
新
井
田
川
、
馬
淵

川
か
ら
流
出
す
る
大
量
の
泥
が
マ
コ

ガ
レ
イ
の
定
住
の
環
境
を
作
っ
た
の

だ
ろ
う
。
釣
り
上
げ
る
と
、
無
眼
側

（
腹
側
）
に
必
ず
白
い
小
さ
な
虫
が

付
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
内
部
ま

で
入
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
環
境

が
悪
化
し
て
い
る
の
だ
。

　
そ
の
カ
レ
イ
に
つ
い
て
驚
喜
す
る

調
査
を
し
発
表
し
た
学
者
が
い
る
。

高
知
大
学
名
誉
教
授
、
落
合
明
博
士

だ
。
博
士
は
カ
レ
イ
科
専
門
で
、
分

類
、
分
布
、
食
性
、
行
動
、
寿
命
を

調
査
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
左
ヒ

ラ
メ
、
右
カ
レ
イ
」
と
い
わ
れ
る
目

の
位
置
に
つ
い
て
、
水
中
を
浮
遊
し

て
い
る
幼
年
期
に
は
一
般
の
魚
と
同

様
左
右
相
称
形
で
あ
る
が
、
底
生
生

活
へ
移
行
す
る
直
前
、
左
側
に
あ
っ

た
眼
が
右
側
へ
移
動
す
る
と
い
う
。

ま
っ
た
く
遺
伝
子
は
不
可
思
議
で
面

白
い
。餌
取
り
も
一
日
に
二
回
あ
り
、

種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
。
マ
コ
ガ
レ

イ
は
八
時
と
十
五
時
、
マ
ガ
レ
イ
は

九
時
と
十
五
時
、
ム
シ
ガ
レ
イ
は
十

時
と
十
八
時
だ
と
い
う
。
よ
く
調
べ

た
も
の
だ
、
頭
が
下
が
る
。

　
釣
り
を
終
え
沖
防
か
ら
の
帰
路
、

満
天
の
月
下
に
素
晴
ら
し
い
光
景
に

会
う
こ
と
が
あ
る
。
日
中
に
水
面
を

走
っ
て
い
た
兎
（
白
波
を
白
い
兎
に

た
と
え
兎
が
走
る
と
い
う
）
も
夜
に

は
月
光
、
灯
台
、
工
場
の
夜
光
が
さ

ざ
波
に
反
映
し
て
色
彩
豊
か
な
波
状

を
作
り
出
し
て
い
る
。
ま
る
で
羽
根

を
広
げ
た
孔
雀
が
遊
泳
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　
空
を
見
上
げ
れ
ば
星
が
流
れ
る
。

そ
し
て
心
か
ら
思
う
、「
今
日
は
良

い
日
だ
。」
と
、
さ
れ
ど
今
日
と
同

じ
光
景
に
は
二
度
と
会
う
こ
と
は
出

来
な
い
。（記

　
湊
一
班
　
勝
野
　
司
）

コ
ラ
ム

～
釣
り
に
行
こ
う
よ
～
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【シルバー人材センターとインボイス制度について】
　会員の皆様へ事務局だより第136号において、インボイス制度についてお伝えしました
が「結局どういういう風になるの？」と思われたのではないでしょうか。しかしながらセン
ターでも今後については取扱いが決定しておらず、疑問にお答えすることが難しい状況です。
そこで会員の皆様にはまず、下記のことをご理解いただきたいと思います。

【インボイス制度導入に関するポイント】
①配分金には消費税が含まれている。
②インボイス制度導入後は、配分金分の消費税がセンターの納税額として
　増える。
③センターは増額される消費税納税額を支払う財源がなく、何らかの方法
　で捻出する必要がある。
④インボイス制度が導入されると、全国のシルバー人材センターの運営に
　多大な影響を与えてしまうことから、現在各関係機関等に要望を行って
　いる最中である。

以上が今、皆様にお知らせできる内容です。

　令和 5年 10月より導入予定のインボイス制度には経過措置が設けられており、導入後 6年
間は免税事業者 (センター会員 )との取引分についても、一定の割合が控除可能となっています。
しかし経過措置後には全額控除が出来なくなるため、何らかの方法で財源の捻出が必要となり
ます。
　このため全国シルバー人材センター事業協会では会計・経理検討委員会が設置され、対応策
が練られているとともに、厚生労働省をはじめ関係省庁、さらには自民党シルバー議員連盟に
対して制度緩和措置の要望等を行っているところです。
　今後、進展がありましたら随時お知らせいたします。

【労働者派遣での就業について】
●労働者派遣で就業した場合、会員の方が受け取るのは賃金です。
●労働者派遣で就業した場合、就業日数に関わらずマイナンバーの提出が必要です。※
●マイナンバーの提出が必要な方には後日、お知らせが届きますので速やかな提出に
　ご協力ください。
※請負・委任契約で就業した場合に支払われる「配分金」はマイナンバー利用事務の対象外です
　ので、マイナンバーをセンターに提出していただく必要はありません。
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毎
年
新
井
田
川
に
白
鳥
が
越
冬
の

為
訪
れ
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
て
冬
が

や
っ
て
き
た
と
感
じ
る
方
も
居
る
の

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
表
紙
の
写
真
は
白
鳥
が
飛

び
立
つ
様
子
を
撮
影
し
た
も
の
で

す
。
白
鳥
は
飛
び
立
つ
際
羽
ば
た
き

を
し
な
が
ら
水
面
を
蹴
り
助
走
を
つ

け
飛
び
立
ち
ま
す
。
水
面
を
優
雅
に

泳
い
で
い
る
様
子
と
は
違
い
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
力
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

（
撮
影
者
　
江
陽
一
班
　
畠
山
　
勝
則
）

　
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
寒
さ
の
厳
し
い
年
明
け
と

な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
は
ど

の
よ
う
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
各
種
活

動
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

　
来
年
は
様
々
な
活
動
の
様
子
を
掲

載
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
普
及
啓
発
委
員
一
同
）

表
紙
に
つ
い
て

編
　
集
　
後
　
記

就業現場 作業時は安全帽・安全ベルト・命綱などを着用しましょう。

　

　
訃
　
　
　
報

白
山
台
二
班
　
原
田
　
雄
一
様

八

幡

班
　
寺
沢
　
正
男
様

長
者
一
班
　
西
村
　
重
男
様

青
葉
・
諏
訪
班
　
井
上
　
勝
雄
様

湊
　
　
　
班
　
木
村
　
博
之
様

大
館
三
班
　
畑
中
　
正
義
様

柏

崎

班
　
山
口
　
文
雄
様

尻

内

班
　
馬
場
　
秀
明
様

三
八
城
班
　
大
道
口
利
明
様

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

八戸市内にお住いの概ね60歳以上で、健康で
働く意欲のある方のご入会をお待ちしております。

・退職したがまだまだ現役！
・働けるうちは働きたい！
・仲間や友人を作りたい！
・社会参加し、生きがいを見つけたい！
・健康維持・体力増進を図りたい！　など

豊富な知識と経験をセンターで活かしませんか？
ご入会をご希望の方、または話だけでも聞いてみたい
という方は、下記までお問い合わせください。

電話　0178-44-6448
FAX　0178-44-64 7 8



− 10−


